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・内容 ①好き嫌いと絵本に関する話し合い  
    ②今年度の研究について  
 
◇共同研究第２回  
・日時 令和元年 11 月９日(土) 14 時 30 分～16 時 30 分 
・場所 たんぽぽ保育園 (山形市) 
・参加者 保育者・栄養士約７名 





・日時 令和２年２月１日(土) 14 時～15 時 30 分 
・場所 たんぽぽ保育園 (山形市) 
・参加者 保育者・栄養士９名 
・内容 ①共同研究結果報告と今後の課題  
 
３．共同研究の終わりに 
平成 29 年度から令和元年度まで行った共同研究における暫定的な結論は、絵本が「おい
しさ」をつくり出しているのではないかということである。「おいしさ」が実際に食べたと
きの感覚のみによるものでないことはすでに知られている。また、「食べる」という行為は
人間関係に深く埋め込まれている。だとすれば、食絵本に描かれたおいしそうな食べもの
や音が、そして食絵本を通して子どもたちが一緒になってつくりあげる楽しさ、これらの
ことが「おいしさ」へと深く結びついているのではないか。もちろん、食絵本がつくり出
す「おいしさ」がそのまま実際に「食べる」ことへとつながるわけではない。ここに絵本
による食育の限界があるようにも思える。だが、この限界こそが実は絵本の可能性へとつ
ながっているのではないか。あるいは、この前提そのものが問い直されているのではない
か。人参が嫌いな子でも絵本の人参なら食べられる。これはある保育者から聞いたエピソ
ードである。かわいらしいという一言で見過ごされてしまいがちなこの行為が、子ども、
あるいは子どもと関わる大人にとってどれほど重要な意義をもっているか。これらの考察
が今後の課題となる。  
最後に、３年間の共同研究のなかで多くのことを教えていただいた長岡園長をはじめと
する山形保育問題研究会の保育者、栄養士の方々に深く感謝を申し上げます。 
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